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やっと編集作業が終わった。今回から編集委員が回り持ちで編集後記を
担当することに

なり， そのトップバッターに命じ
られた。 第１巻第１号が多くの投稿で

立派に発行できた

あとだっただけに， 第２巻第１号には原稿が集
まるかどうか， 編集委員としては心配だっ

た。 しかし， その不安は妃憂に終わっ
た。 前号にもまして， 力のこもっ

た原稿が数多く，

しかも幅広い分野からの研究の成果が寄せられた。 本学の発展にとって， 喜ばしい
かぎり

ではある。

　

しかし， 編集作業にたずさわる我々にとっ
ては頭の痛い問題もおきている。 受領からは

じまるきわめて複雑でやっかいな作業を， 専従の教職員もいない
ままにこなさなくてはな

らないのである。 さいわいにも今回から， 有力な
メンバーが２人ほど増えたおかげで， な

んとかやり繰りできたが， それでも関係者諸氏には
ご迷惑をおかけしたと思う。 大きな誤

りもなければいいと， 念じている。

創設期の混乱を克服して， 本学も本格的に教育・研究に
のりだす時期にきている。 これ

まで， それぞれで行われていた各分野の成果
を互いに批判的に検討するなかから， 医療福

祉の新しい概念の構築と研究水準の引き上げをになうことが要請されているで
あろう。

本誌を媒介に多くの会員の研究成果を刺激として， より創造的で開発的な質の高い研究

に結びつけていただければ， 編集に携わった者として， こ
れにまさる幸せはない。

　

学長をはじめ， 多くの学園関係者の方々の
ご尽力があったればこそ， 第２巻第１号も無

事に発行できたことを記して， 感謝の意としたい。
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